
       
 
研究要旨

MRIの出現とともに中枢神経白質病変検出能は飛躍的に向上した。
AIR法) 
最終的に診断がつかなかった場合でも、画像所見を分類しておくことで、新疾患を見出す可

能性がある。白質変性症の画像診断について研究班のホームページに記載し、主要な疾患に

ついて解説した。診断にたずさわる小児科医、疾患情報を求める患者さんに益すると思われ

る。 
 
Ａ．研究目的

大脳白質に

患群（白質変性症）について、画像所見か

ら診断に至るアプローチの概略をまとめる。

研究班ホームページに掲載し、診断にたず

さわる小児科医、疾患情報を求める患者さ

んに公開することを目的とする。

 
Ｂ．研究方法

白質変性症を大脳白質形成不全

（hypomyelination

変分布によって図のように分類し記載した。

 

Ｃ．研究結果

前頭優位群は前頭葉優位の広範な白質病

変を有する群であり、

表とする。

白質病変を主体

adrenoleukodystrophy
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MRIで信号異常を呈する疾
患群（白質変性症）について、画像所見か

ら診断に至るアプローチの概略をまとめる。

研究班ホームページに掲載し、診断にたず

さわる小児科医、疾患情報を求める患者さ

んに公開することを目的とする。

白質変性症を大脳白質形成不全

hypomyelination）とそれ以外、さらに病

変分布によって図のように分類し記載した。

前頭優位群は前頭葉優位の広範な白質病

変を有する群であり、Alexander disease
頭頂後頭優位群は、頭頂後頭葉

とし、X-linked 
adrenoleukodystrophy (ALD), Krabbe disease
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Ｄ．考察

白質変性症の

映して疾患特異的な異常を呈しうる
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